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釧 路 市 民 貢 献 賞 (10/5)

r輩 江 情 _氏
釧路市体育

F会
会励 受 蔓 J

平成24年 度の釧路市民貢献賞

(社 会部lll)は 、釧路市体育協

会張江悌治会長の受賞が決定し、

昨年10月 5‖ に釧路市議会議場

で授賞式が行われました。

市民貢献賞は、農林業、水産業、

商工業、観光業等、産業の発展に貢献したと認めら

れるものに与えられる産業部 |‖ lと 、地方自治、教育、

住民活動、社会福7・l「 、保健衛′li、 環境等の分野で ||∫

民生活の向上に著しく貢献したものに与えられる本|:

会部「りの二つがあり、張江会長は、後者に該当いた

しました。

釧路市体育協会は、4人 の百1会長による発起人会

を立ち上げ、11月 20日 、釧路全 H空ホテルで受賞祝

賀会を開催いたしました。

祝賀会当日は、釧路 ||∫ 長・釧路市議会議長はじめ

釧路市体育協会加り!FJl体 代表等約 150名 が出席しま

した。

発起人代表である栗林百」会長の挨拶のあと、横地

面1会長が、釧路地方陸 ll競技協会長、釧路管内ソフ

トボール協会長、市体育協会会長などを歴任してき

た張江会長の永年にわたるスポーツの普及振興や虹

生保護活動での功績について紹介しました。

引き続き来賓の蝦名人也II∫ 長並びに黒木満市議会

議長から心のこもったわι辞が寄せられました.

張江悌治会長は「スポーツに魅せられ、立派な先

達に恵まれた」と振 り返り、座右の銘である「モモ

クリ3年、カキ8年 、 ダルマは9年 でオレー生」の ;:

葉で締めくくり、今後への意欲を新たにされるなか、

4/L賀 の宴は終始温かい雰レ‖気で進んでいきました。

釧 路 市 ス ポ ー ツ 賞 (10/10)

L故 吹 越 明 徳 氏 釧路万 スホッケー連盟副会同 受 賞 ェ

|イ{和 55年 に釧路 アイスホ ッ

ケー連 |イ 1の 役員に就任以来、競

技迦11・ において卓越 した手腕を

発揮されました.た んちょう1司

体、くしろ湿原卜1体、くしろサッ

ポロ氷引:IJ体 をはじめ、数々の

大会を成功に導かれましたり
｀
14成 19年からは副会

長として、豊かな経験、迪 LyJな 判 1析力、強靭な実

行力をもって責務を全うし、「氷都 くしろ」の確

たヽに力を尽 くされました(,

また、北海道アイスホッケー連盟、日本アイス

ホッケー連盟においても要lliitを 歴任され、長野冬

季オリンピックやアジァ冬季競技大会等の国際大

会に競技委員として従事 したほか、女子世界選手

権大会の日本代表チーム111長 を務めるなど、数多

くの事業に献身的にlkり 判tま れ、北海道はもとよ

り日本アイスホッケー界の発展に大きな足跡を残

されました。

さらに、青少年の指導にも力を注ぎ、日本リー

グやアジアリーグで活片Iす る多くの選手を育成し

「アイスホッケー:|:国 ・釧路」の実現に尽力され

るなど、今日の釧路アイスホッケー界の隆lkの 礎

を築き 11げ られ、本 |lrの スポーツの普及振興に多

人なる貢献をされました (、
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社 会 貢 献 活 動 (11/11・ 12/16)

赤 い羽根共 同募金活動

継続事業である赤い羽根共同募金活動への協力

は、社会貢献活動として今年で 3年 目を迎えまし

た。湿原の風アリーナ釧路で開催された釧根地区

小学生秋季バ ドミントン選手権大会と、釧路アイ

スアリーナで開催 されたアイスホ ッケーアジア

リーグ「日本製紙クレインズvs王子イーグルス」

戦で実施されました。張江会長はじめ、理事 ら多

数の役員が正面玄関に陣取 り、応援や観戦に訪れ

た市民に協力を求めました。バ ドミントン会場で

は トランポリン少年団員やその保護者たちも活動

に加わりました。一方、アイスホッケー会場では

王子のマスコットキャラクター「鷲斗」君が参加

して彩 りを添えました。

2日 間で26,696円

もの善意が寄せられ、

12月 17日 に釧路市共

同募金委員会へお届

けいたしました。

釧路市体育協会は、新年度予算編成に向け、市

内社会体育施設の補修改善・備品整備等の充実を

求める要望書をまとめ、蝦名市長と月田市議会副

議長に特段のご配慮を要請しました。加盟14団体

から上がった51項 目の要望を盛 り込んだ重点項目

は、①湿原の風アリーナ釧路の施設・備品等の整

備、②大規模運動公国内体育施設の計画的な補修

と更新、③社会体育施設の緊急性 。安全性を踏ま

えた早期補修 。改善の 3点。各競技団体からの体

育施設の要望一覧も合わせて提出しました。

当日は張江会長はじめ北村、横地、足立副会長

ら5名 が出席。張江会長は、競技ルール改正への

対応や全国 。全道規模大会の釧路市開催に触れ、

「大会運営を効率よ

く進めるためにもぜ

ひお願いしたい。」

と熱意を込めて述べ

ました。

も    釧路市長・市議会へ(12/26)   ↓

体育施設の補修0備

‖俎覇駆厚:L讃峯絡会〉球どT2Ψ愈“ツ基れ
十勝管内、帯広市、根室管

内、釧路市の体育協会の役員

で構成される東北海道体育団

体連絡協議会が、釧路プリン

スホテルで開催されました。

各地区の体育協会の活動状

況等、スポーツ情報を共有す

ることで一層の連携強化を目指すこの協議会は、

昭和53年 に発足 し、担当地区持ち回りで回を重ね

てきております。

総会では、情報誌の発行、体育施設の整備状況、

スポーツイベント等、各協会の多彩な取 り組みが

紹介されました。その後、会場を移 し、湿原の風

アリーナ釧路で開催中の「第34回 北海道 トランポ

リン競技選手権大会」を見学 しました。元北海道

チャンピオン田野有一氏の競技解説を受けながら、

出場選手のハイレベルな技を堪能しました。

01路管内 8市町村

の各体育協会で組織

する釧路管内体育協

会連絡協議会は弟子

屈町で「役職員等研

修会」を開催 しました。

管内のスポーツの振興 と連携強化を目的とする

この研修会に、管内各体育協会の役員ら30名 が参

加 し、事例研究や実技演習を熱心に受講 しました。

l日 目は、弟子屈町文化スポーツ少年団本部長

であり同町陸上少年団代表の黒萩徳樹氏から「弟

子屈町陸上少年団～みんなに支えられて～」と題

した講演をいただき、望ましい少年団の運営や指

導の在 り方について学びました。 2日 目は、齋藤

陽平氏を講師にお招 きし、「太極拳」の実技指導を

受けました。ゆったりとした動作ながらも、多く

の参加者は日頃の運動不足を実感した様子でした。
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住民の健康づくりを目指して
釧路市体育協会阿寒支部   事務局  北 本寸幸 三

阿寒支部の前身である阿

寒町体育協会は、昭和47年

7月 に設立 し、合併を経て、

現在13団 体約 740名 で活rlJ

を行っています。

本年度の主な事業として、阿寒冊]^ソ フ トボール協会

との共催で 6月 4目 から7月 25日 までの21日 間、第14

同阿寒 |‖丁ナイターリーグソフ トボール大会を開催 し、

阿寒出]‐地 |え をはじめ、音別地区・釧路地区からのチー

ムも参加 し、12チ ーム194名 が、交流や親睦を深める

とともに、健康の増進 と技術の向 卜をⅨIる ことを日的

に、熱戦が繰 り広げられました。

また、 8月 1日 から8月 2411ま での 7H間、2012年

トーナメン トソフ トボール大会 も開催 し、12チ ーム

190名 が参加 し、盛会裏に終了することができました。

阿寒支部では、今後もより多 くの住民が参加でき、

スポーツにfllじ める環境を整備するとともに、関係団

体との連携を図 りながらスポーツの推進を通 して、市

民の健康づ くりを図っていきたいと考えています。

町 内対 抗 競 技 大 会
釧路市体育協会音別支部 事務局  佐 藤  卓

連 目寒い口が続 く中、 1
月17日 に当支部による町内

対抗カーリング大会が開催

されました。

冊]^内 対抗競技大会とは、

音別町を 5地区に分けた地区対抗の競技会で、年間に

カーリング、パークゴルフ、 ミニバレー、軽スポーツ

の計 4種 日の大会を開催 しています。‖]‐ 内対抗 カーリ

ング大会の当日は、平 日の夜の開催にも関わらず愛好

者だけでなく日頃カーリングをしない方にも参加 して

いただき、 -10度 を ド回る気温の中で したが、皆汗を

かきながらゲームを楽 しんでお り、あまり運動をしな

い方にとって運動をする良い機会になったようでした。

しかし、長年続いてきた出]‐ 内対抗競技大会も人日の

減少等から年々参加者人数が減っているため、体育委

員との協議を重ね内容の見直 しを図 り、平成25年 度か

ら地区害]り 、開催時間の変更を行い、今後の方向を模

索 しています。

今後も11支部では地域住民にスポーツを親 しむ機会

を提供 し、地域のスポーツ振興に努めていきたいと考

えています。

.るツ

柔道は、明治15年、嘉納

治五郎師範によって考案さ

れ現在に至っています。加

納師範は、柔道修行の目的

を、心身の力を最 も有効に

使用する原理 と、それを実生活に生かすことにより、

人間と社会の進歩と発展に貢献することを「精力善用・

白他共栄」と表 し、柔道を通 して健全な人間形成を目

標にし、内に相手を思いやる心を、外に礼節を重んじ

る精神を指導され、自己完成をめざす「道」 として継

承されています。現在、釧路柔道連盟では、釧根管内

に35団体、幼児から一般まで586名 の会員がお り、日々

稽古に励んでいます。少年団では、基本的柔道指導法

を学んだ指導者や経験豊富な有段者が指導に当た り、

近年の1蚤我や過激な指導に対する問題にも細心の注意

をはらい取 り組んでいます。柔道は、「危険なもの」

と思われがちですが、正 しい基本を習得することによ

り柔道の魅力に触れることが出来ると思います。

また、文部科学省では、体育授業に武道を取 り入れ、

その必要性に着日してお り、一人でも多 くの人が興味

を持っていただければと思っています。

平成21年 H月 に60周 年を

迎えた当連盟は、かつて大

平洋炭鉱全盛の頃の祭典時

には屋外で弓を引 くなど一

般の方々の日に触れる機会

にも恵まれ会員の増加に繋がっておりましたが、その後、

道場は鶴ヶ岱武道館 2階弓道場のみとなりました。会員

増加と弓道普及を日指し、初心者弓道教室を鶴ヶ岱武道

館完成時の昭和60年 から毎年開催しております。今年度、

試験的に夜間の部も実施した結果、 3名 が受講。昼間の

部を含め少人数ながらも計 6名 の弓道人口が増えたこと

となります。現在の会員数は、一般76名 、大学生35名 、

高校生158名 、中学生 1名 、合計270名 。一般の部の段位

取得状況は、教± 7段 l名、教± 6段 2名 、錬± 6段 1

名、錬± 5段 5名、 5段 12名 、 4段 7名 、参段17名 、弐

段10名 、初段 7名 、他14名。一般の部には古 くから続け

ている愛弓家の方々の他、半数は弓道教室の卒業生です。

弓道の最高日標は『真善美』にあり、意味を正しく理

解し奥深い弓道の修練を重ねつつ、成長の証しとして段

級審査を受審するなど、誰もが継続して楽しんで引いて

いるところです。 (文責 :橋本勢津子 )
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a 氷 都 :く し ろ の 冬 季 体 育 祭
5種目のウィンタースポーツに 2,500人が出場 3

第67回 釧路市冬季体育祭の総合開会式が12月 6

日夜、釧路市生涯学習センターで開かれ、集まっ

た100名 の選手らが健闘を誓い合いました。

開会式では、昨年の覇者がそれぞれ優勝杯を返

還。大会長代理の藤沢隆司生涯学習部長は「市民

に冬季スポーツが根付いていることは誇らしい。

大会を通じて交流の輪を広げてほしい」と期待を

寄せました。さらに、大会委員長の張江体育協会

長からは、「少子化で競技者の減少が′亡ヽ配される

冬季スポーツであるが、皆さんが先兵となって宣

伝し支えてほしい」とのエールが送られました。

その後、選手団を代表

して釧路カーリング協会

所属 トップスピンズの商

幡憲二選手の力強い選手

宣誓がなされました。

全釧路剣道連盟 (栗林延次会長)は、11月 10日

に創立60周 年の記念式典を開催しました。

同連盟は1952年 (昭和27年 )に「釧路撓競技連

盟」を吸収発展させて発足。以来60年、国内有数

の名選手を輩出するなど、地域の剣道の発展とと

もに確実な歩みを続けてきました。栗林会長は、

「わが国の伝統と文化に培われた剣道を正しく伝

承し、さらなる発展のために頑張っていきたい」

と式辞を述べました。功労者を代表して安田泰也

顧間は「感謝状を頂き、身に

余る思い。与えてくれた皆様

に感謝」と語 り、連盟の更な

る発展に期待を込めました。

祝全9i糧鶏留L盟

アイスホッケー  (12月 12日 ～1月 21日 )

1部 か ら9部 までの98

チームが出場。釧路アイス

アリーナはじめとする市内

各リンクで40日 に亘る熱戦

が繰 り広げられました。

カーリング

10チ ーム40人が柳町アイ

スホッケー場に集合。華麗

なフォームでス トーンを自

在 に操 り、ハ イレベ ルな

ゲーム展開となりました。

(2月 2日 ～3日 )

長靴アイスホッケー θ月23日 。3月 2日 )

柳町アイスホッケー場で

10チ ームが出場。158名 の

参加選手中、女性は29名 。

スピー ド感あふれる試合が

展開されました。

ス キ ー

小中学生から高齢者まで

の幅広い選手層が阿寒ロイ

ヤルバレイに集合。仮装し

た選手のパフォーマンスなど、

楽しい競技会となりました。

フィギュア

春採アイスアリーナでは、

A～ Eク ラスの園児から高

校生、そして、成年選手の

合計33名 が華麗 なスケー

ティングを披露しました

(3月 10日 )

(3月 16日 ～17日 )
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が
あ
る
。
ま
ず
は
人
人
の
私
た
ち
が
、
ス

ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
日
常
の
生
活
の
中

へ
積

極
的
に
こ
れ
を
浸
透
さ
せ
て
い
き
た
い
も

の
で
あ
る
▼
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
は
子
供
や
岩

者
を
成
長
さ
せ
る
。
彼
ら
の
周
り
の
人
や

地
域
を
活
気
づ
け
る
。
そ
し
て
、
き

っ
と
、

こ
の
釧
路
市
を
元
気
に
す
る
力
に
な
れ
る

と
信
じ
る
。


